
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

性
な
ど
の
有
害
な
情
報
に
接
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
無

秩
序
に
こ
れ
ら
の
情
報
に
触
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
有
効

で
す
。
使
い
方
に
つ
い
て
親
子
で
話

し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

「
声
か
け
運
動
」
を
推
進
す
る

　
子
供
は
社
会
全
体
で
育
て
て
い
く

も
の
で
す
。
地
域
の
子
供
た
ち
の
成

長
に
目
を
向
け
、
出
会
っ
た
時
に
は

あ
い
さ
つ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
可
能
な
範
囲
で
地
域
の
行
事
に

も
参
加
し
、
地
域
で
の
繋
が
り
を
育

て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

　
栃
木
県
で
は
、
家
族
の
き
ず
な
を

大
切
に
す
る
た
め
に
毎
月
第
３
日
曜

日
を
ふ
れ
あ
い
育
む
「
家
庭
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。家
庭
の
日
に
は
、

市
や
県
有
施
設
に
お
い
て
子
供
料
金

の
無
料
化
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
家
族
で
一
緒
の
時
間
を
過
ご

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

模
範
児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま
す

　

栃
木
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で

は
、
地
域
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
子
供
た
ち
を
応
援
す
る
た

め
、模
範
児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま
す
。

困
っ
た
時
に
は
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
へ

　
心
の
こ
と
・
身
体
の
こ
と
・
家
族

の
こ
と
・「
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た
」

心
配
な
こ
と
・
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
厳

守
し
ま
す
。

日
時　
月
〜
金
曜
日　
９
時
〜
17
時

（
土
日
祝
日
、時
間
外
は
事
前
予
約
制
）

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
（23）
６
５
６
６

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
（
11
月
12
日
〜
25
日
）

　

配
偶
者
や
交

際
相
手
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）、

性
犯
罪
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
手
と
の
関
係
が「
つ
ら
い
」、「
な

に
か
お
か
し
い
」と
感
じ
て
い
た
ら
、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
し
て

み
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
で
は
気
づ
か

な
か
っ
た
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
栃
木
市
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー　
　
　
　
☎

（21）
２
２
１
８

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談

ル
ー
ム
☎
０
２
８
‐
６
６
５
‐
８
７
２
０

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル♯

８は

れ

れ

ば

０
０
８

Ｄ
Ｖ
相
談
＋プ

ラ
ス

☎
０
１
２
０
‐
２つ

な

ぐ
７
９
‐
８は

や

く

８
９

※
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
寄
贈

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

藤
成
測
量
株
式
会
社
様
よ
り
、
大

容
量
測
量
デ
ー
タ
を
ス
ム
ー
ズ
に
処

理
可
能
と
な
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
嘉
右
衛

門
町
伝
建
地
区
拠
点
施
設
に
お
い
て
、

ド
ロ
ー
ン
お
よ
び
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
を

使
用
し
て
測
量
を
行
っ
た
デ
ー
タ
が

格
納
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
多
様
な

デ
ー
タ
処
理
業
務
等
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
蔵
の
街
課　
　

  

☎
（21）
２
５
７
１

防
犯
カ
メ
ラ
の
寄
贈

       

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　

　
栃
木
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
よ

り
、
道
の
駅
み
か
も
へ
防
犯
カ
メ
ラ

２
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
　

　
施
設
内
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
に
役
立
て
、
市
民
の
皆
様
が

安
全
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　

問
農
業
振
興
課　

  

☎
（21）
２
３
８
３

募

集

統
計
調
査
員
募
集

　
国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
の
調
査

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
調
査
員

に
は
、
報
酬
（
給
与
所
得
）
が
支
払

わ
れ
ま
す
。）

統
計
調
査
員
と
は　
調
査
の
対
象
と

な
る
事
業
所
や
世
帯
等
を
訪
問
し
、

調
査
票
の
記
入
依
頼
や
回
収
、
点
検

等
を
行
い
ま
す
。

対
象　
満
20
歳
以
上
の
方
／
調
査
で

知
り
得
た
秘
密
を
保
護
で
き
る
方
／

税
務
、
警
察
、
選
挙
、
報
道
等
に
関

係
の
な
い
方
／
責
任
を
も
っ
て
調
査

員
事
務
を
遂
行
で
き
る
方

今
後
の
調
査

全
国
家
計
構
造
調
査
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
国
勢
調
査
な
ど

応
募
方
法　
応
募
方
法
に
つ
い
て
ご

連
絡
し
ま
す
の
で
、
お
電
話
く
だ
さ

い
。（
登
録
前
に
面
接
有
）

問
総
合
政
策
課     

☎
（21）
２
３
０
６

市
営
住
宅
入
居
情
報

市
営
住
宅

城
内
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
１
階
）

城
内
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
３
階
）
※
単
身
可

城
内
南
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１
戸

（
３
階
）
※
単
身
可

川
原
田
市
営
住
宅　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
２
階
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月
額

48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
78
・
45
平
方
㍍
）　

１
戸　

家
賃

６
万
９
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間

11
月
６
日
（
月
）
〜
10

日
（
金
）

入
居
日

12
月
１
日
（
金
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細
は
申

込
先
へ
。

問
宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー　
　
　
　
　
☎

（21）
８
６
７
７

催

し

令
和
５
年
度
栃
木
市
総
合
防
災
訓
練

　
避
難
所
設
置
訓
練
、
応
急
救
護
訓

練
等
の
各
種
訓
練
の
ほ
か
、
起
震
車

や
水
消
火
器
等
の
体
験
、
防
災
に
関

す
る
展
示
ブ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
25
日
（
土
）
８
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
荒
天
中
止
）

場
所　
岩
舟
総
合
運
動
場
（
岩
舟
町

静
）

問
危
機
管
理
課     

☎
（21）
２
５
５
１

市
税
・
保
険
料
の
納
付
は

       
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

　
市
税
等
の
納
付
は
、
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
納
期
限
や
納
め
忘
れ
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
一
度
手
続
き
を

す
れ
ば
解
約
す
る
ま
で
自
動
的
に
引

き
落
と
し
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
市
税
等
︵
普
通
徴
収
に

限
る
︶
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

受
付
窓
口　
収
税
課
、各
総
合
支
所
、

各
支
所
・
出
張
所
、
左
記
の
取
扱
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
直
接
最

寄
り
の
郵
便
局
へ
申
込
み
）

取
扱
金
融
機
関　
足
利
銀
行
、
み
ず

ほ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
群
馬
銀

行
、
常
陽
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
栃
木

信
用
金
庫
、
足
利
小
山
信
用
金
庫
、

佐
野
信
用
金
庫
、
鹿
沼
相
互
信
用
金

庫
、
下
野
農
業
協
同
組
合
、
上
都
賀

農
業
協
同
組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
す
べ
て
の
本
支
店

が
利
用
可
）

申
請
に
必
要
な
も
の　
①
取
引
金
融

機
関
の
通
帳
②
通
帳
届
出
印
③
納
税

通
知
書
・
納
入
通
知
書
等
の
賦
課
状

況
が
分
か
る
も
の

振
替
開
始
時
期

申
込
日
の
翌
月
末

以
降
の
納
期
か
ら
振
替
を
開
始
し
ま
す
。

（
例
）
令
和
５
年
10
月
中
に
申
込
み

⬇
令
和
５
年
11
月
30
日
納
期
限
の
も

の
か
ら
振
替
を
開
始

注
意
事
項　
※
一
度
の
口
座
振
替
申

込
み
で
毎
年
継
続
さ
れ
ま
す
。
口
座

の
解
約
・
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は

再
度
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
固
定
資
産
税
の
共
有
名
義
分（
○
○

外
１
名
な
ど
）の
口
座
振
替
は
個
人
と

は
別
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
の
申
込
者
は
納
税

義
務
者（
世
帯
主
）の
方
と
な
り
ま
す
。

賦
課
状
況
に
よ
っ
て
申
込
内
容
が
変

わ
り
ま
す
の
で
、必
ず
納
税
通
知
書
・

納
入
通
知
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課　
　
　

  
☎

（21）
２
７
６
７

11
月
９
日
は
『
１
１
９
番
の
日
』

１
１
９
番
は
、
火
災
・
救
急
・
救

助
な
ど
の
災
害
を
通
報
す
る
た
め
の

緊
急
回
線
で
す
。
通
報
時
は
、
慌
て

ず
に
指
令
管
制
員
の
質
問
に
順
に
答

え
、
消
防
車
や
救
急
車
が
向
か
う
住

所
や
近
く
の
目
標
物
を
は
っ
き
り
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
場
所
や
状
況
が

確
認
で
き
れ
ば
通
報
中
に
消
防
車
や

救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

ま
た
、『
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な

い
で
来
て
く
だ
さ
い
』
と
依
頼
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
走
行

時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
赤
色
の
警

光
灯
を
つ
け
る
こ
と
は
、
安
全
に
い

ち
早
く
現
場
に
到
着
す
る
た
め
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
が
、
感
染

拡
大
防
止
と
し
て
と
て
も
重
要
な
情

報
で
す
。
指
令
管
制
員
は
、
助
け
を

求
め
る
人
の
気
持

ち
に
全
力
で
応
え

ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
火
を
消
し
て

　
不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来
」

問
消
防
本
部
通
信
指
令
課

☎
（22）
０
１
１
９（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
６
番
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

子
ど
も
の
脳
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に

　
近
年
の
研
究
で
は
、
児
童
虐
待
に

よ
っ
て
脳
が
傷
つ
く
こ
と
や
、
ど
ん

な
影
響
が
出
る
か
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

①
体
罰:
感
情
や
思
考
を
司
る
前
頭

葉
の
発
達
に
悪
影
響
が
出
て
、
非
行

を
起
こ
す
確
率
も
高
く
な
る
。

②
暴
言
に
よ
る
虐
待:
言
葉
の
理
解

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
司
る

側
頭
葉
の
発
達
に
悪
影
響
が
出
る
。

③
子
ど
も
の
面
前
で
の
夫
婦
喧
嘩:

後
頭
葉
の
発
達
に
悪
影
響
が
出
て
、

知
能
や
言
葉
の
理
解
が
遅
れ
る
。

子
ど
も
の
前
で
の
夫
婦
喧
嘩
は
虐
待

夫
婦
喧
嘩
に
な
り
そ
う
な
時
に
は
、

一
度
距
離
を
置
い
て
、互
い
に
落
ち
着

い
て
か
ら
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
大
人
が
守
る
べ
き
存
在
で
す

　
児
童
虐
待
は
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
の
「
不
適
応
」
や
様
々
な
人
格
障

害
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ

た
ら
相
談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
通
報
は
子
ど
も
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
家
庭
の
支
援
に

つ
な
が
り
ま
す
。
連
絡

は
匿
名
で
も
結
構
で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
７

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

通
話
料
無
料　
児
童
相
談
所　
虐
待

対
応
ダ
イ
ヤ
ル　
☎
１い
ち
は
や
く

８
９

児
童
虐
待
防
止
講
演
会

日
時

11
月
21
日
（
火
）
14
時
〜
16
時

場
所　
市
役
所
（
万
町
）
３
階
正
庁

内
容　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

費
用　
無
料

定
員

30
人

申
込
期
間
　
11
月
１
日
（
水
）
〜
15

日
（
水
）

問
子
育
て
支
援
課  

☎
（21）
２
２
２
６

11
月
は
子
供
・
若
者
育
成
支
援
強

調
月
間

子
供
た
ち
を
有
害
環
境
か
ら
守
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
手
軽
に
、

幅
広
い
情
報
が
得
ら
れ
る
便
利
な
手

段
で
す
が
、
犯
罪
・
暴
力
・
過
激
な

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク
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